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子どもに火遊びをさせない！　
安全なライターの使用を

　４月中の火災件数は７件で、うち４件はキッ
チンで発生したものでした。
　ほとんどが、調理中にその場から離れて何ら
かの作業をしているうちに失火してしまったも
ので、いずれもぼや程度の火災でした。
　幸い大きな火災にはなりませんでしたが、皆
さんも調理の際にはその場を決して離れずに、
注意してください。また、台所付近には燃えや
すい物を置かないよう気をつけてください。
　最近、子どもが誤ってライターを触って火災

に至る事故が何件か報道されていました。昔は
「マッチ１本火事の元」などの防火標語がよく
使われていましたが、現在はマッチの需要は減
少し、ライターが主流。価格が安いものも多く、
ご家庭で使うのもライターがほとんどではない
でしょうか。
　なかには車の中や居間、寝室などいたるとこ
ろに管理も不十分なままライターを放置…とい
うケースもあるのでは。こうした状態が、子ど
もの火遊びに結びつく原因とも考えられます。
　現在、子どもが誤って着火できない仕組みの
ライターも販売されるようになりました。これ
は簡単に着火ボタンが押せないロック式のもの
で、価格は若干高めです。しかし、防火の観点
からも安全なライターを使用して、火災発生を
皆さん自身で減少させるよう心がけをお願いし
ます。
■４月１日～30日の救急件数（浦安市内）
・火災　7件　　・救急　523件

　

昨
年
、
浦
安
青
年
会
議
所

主
催
で
開
催
し
た
「
み
ん

な
で
フ
ッ
ト
サ
ル
」。
今
年

は
「
人
情
味
の
あ
る
近
所
の

人
々
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

で
で
き
る
国
際
交
流
の
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。

　

そ
の
第
一
弾
が
六
月
三
日

（
木
）
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
市
内
在
住
の
外
国
の

人
々
と
フ
ッ
ト
サ
ル
で
交
流

し
よ
う
と
い
う
も
の
。ま
た
、

ゲ
ス
ト
に
人
気
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
「
バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦

安
」
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、

楽
し
さ
や
出
会
い
を
テ
ー
マ

に
、
多
国
籍
な
メ
ン
バ
ー
で

フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
む
。

　

浦
安
で
し
か
味
わ
え
な
い

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
は
。

▽
６
月
３
日
（
木
）

▽
Ｐ
Ｍ
６
〜
９

▽
明
海
大
学
体
育
館

▽
無
料

▽
参
加
対
象　

市
内
在
住

者
、
国
籍
問
わ
ず
（
子
ど
も

の
み
の
参
加
は
不
可
。
必
ず

保
護
者
同
伴
で
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
０
５
０
・
３
６
６
６
・
４

１
５
５
／
浦
安
青
年
会
議
所

シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ド
協
働
委
員

会
（
小
松
）

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て国

際
交
流
！

み
ん
な
で
フ
ッ
ト
サ
ル
２

６
／
３
（
木
）

中
学
生
、

部
活
動
も
が
ん
ば
っ
て
ま
す

わが子の
教育⑦

　

中
学
校
生
活
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
部
活
動
。
現
役
の
中
学

生
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
部
活
動
に
取
り
組
み
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
か
。
今
回
は
中
学
生
の
部
活
動
を
取
り
上
げ
る
。

各中学校で活動中の部活動と加入率
中
学
校
名

野
球

サ
ッ
カ
ー

テ
ニ
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

柔
道

剣
道

陸
上

卓
球

吹
奏
楽

美
術

そ
の
他

加
入
率
（
％
）

明 海 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 77.6

入 船 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 72

浦 安 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 79.6

富 岡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 88

見明川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 82

美 浜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 84

サ
ッ
カ
ー
部

　

平
日
の
練
習
に
加
え
、
土
曜

・
日
曜
も
朝
の
八
時
か
ら
夕
方

の
五
時
ま
で
週
七
日
の
練
習
を

こ
な
す
サ
ッ
カ
ー
部
。
昨
年
の

新
人
体
育
大
会
で
は
、
県
大
会

で
ベ
ス
ト
８
と
い
う
好
成
績
を
残
し
た
強
豪
だ
。

「
部
員
に
は
純
粋
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

全
員
で
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
実
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
三
年
で
キ
ャ
プ
テ

ン
の
花
田
比
加
留
さ
ん
。

　

顧
問
の
菅
原
千
之
教
諭
は
「
生
徒
に
は
自
主
性
を

重
ん
じ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
勉
強
に
も
自
主

的
に
取
り
組
み
、
部
活
動
と
両
立
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

　

ま
た
、
指
導
の
一
環
と
し
て
礼
儀
と
感
謝
の
気
持

ち
も
重
視
。
日
ご
ろ
か
ら
校
内
や
他
校
の
サ
ッ
カ
ー

部
員
へ
の
あ
い
さ
つ
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

用
具
へ
の
感
謝
も
忘
れ
な
い
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

十
七
人
の
部
員
が
活
動
す
る
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、　

市
川
浦
安
支
部
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春

季
市
民
大
会
で
準
優
勝
、
六
月
の
県
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
よ
く
笑
い
、
よ
く
動
く
！
」。

毎
日
の
練
習
や
試
合
で
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
コ
ー

ト
内
を
一
生
懸
命
動
き
回
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　

顧
問
の
伊
藤
英
樹
教
諭
の
「
部
活
動
の
魅
力
の
一

つ
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
れ
る
こ

と
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、
三
年
で
キ
ャ
プ

テ
ン
の
松
元
真
央
さ
ん
も

「
ス
ラ
ン
プ
の
と
き
も
、
仲

間
や
先
輩
に
支
え
ら
れ
て

が
ん
ば
れ
ま
し
た
。
県
大
会

で
ベ
ス
ト
４
目
指
し
て
一

生
懸
命
練
習
し
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

　体育系・文科系を合わせて十の部活がある明海中学
校。その中から、サッカー部と女子バレーボール部を
取材した。

部活動
拝見

加
入
率
は
七
〜
八
割

　

市
内
の
公
立
中
学
八
校
に

部
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
六

校
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　

活
動
し
て
い
る
部
は
表
に

あ
る
通
り
で
、
今
も
昔
も
主

流
は
定
番
の
も
の
。
さ
ら
に

自
然
科
学
部
（
浦
安
中
）
と
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部（
明
海
中
）

・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
ズ
部
（
見

明
川
中
）
が
活
動
中
。
市
川

市
と
江
戸
川
区
葛
西
地
区
で

も
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
が
、「
ガ
ー
デ
ン
系
」

は
他
に
は
な
か
っ
た
。

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
に
全
力
で
取
り
組
み
、
仲

間
と
と
も
に
強
い
体
と
心
を

育
て
て
い
こ
う
と
指
導
」（
明

海
中
）
す
る
場
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
学
校
が
加
入
を
奨

励
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「
新
入
生
歓
迎
会
で
部
活
動

を
紹
介
」（
入
船
中
・
浦
安

中
・
見
明
川
中
）、「
学
級
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
生
徒
の
多
い
部
を
全
職

員
で
褒
め
、全
校
に
伝
え
る
」

（
富
岡
中
）、「
外
部
コ
ー
チ

の
登
録
、
小
学
校
と
交
流
試

合
を
行
う
」（
浦
安
中
）
な
ど
。

　

生
徒
の
ヤ
ル
気
を
引
き
出

す
た
め
に
取
り
組
む
各
校
の

姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

学
習
と
の
両
立
は
？

部
活
動
の
課
題
は
？

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
中
学

生
に
と
っ
て
は
勉
強
が
重
要
。

部
活
動
を
奨
励
す
る
一
方
で
、

学
習
面
で
の
指
導
に
各
校
と

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
活
動
時
間
の
厳
守
」（
美

浜
中
）、「
部
活
動
の
が
ん
ば

り
を
学
習
に
も
生
か
す
よ
う

指
導
」（
明
海
中
）、「
日
ご

ろ
か
ら
担
任
と
顧
問
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、学
習
指
導
を
実
施
」（
見

明
川
中
）、「
自
宅
学
習
な
ど

を
含
め
、
一
日
の
計
画
を
立

て
さ
せ
て
い
る
」（
入
船
中
）、

「
す
べ
て
の
こ
と
が
競
技
や

勉
強
に
つ
な
が
る
と
指
導
」

（
富
岡
中
）
な
ど
の
答
え
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

昨
年
度
の
部
活
加
入
率
は

八
〇
％
前
後
で
（
表
参
照
）、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
何
ら
か

の
部
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
富

岡
中
学
は
全
校
で
八
八
％
と

か
な
り
高
い
。
ま
た
唯
一
、

学
年
別
・
男
女
別
の
加
入
率

を
答
え
て
く
れ
た
美
浜
中
学

は
、
一
・
二
年
生
は
男
子
よ

り
も
女
子
の
方
が
加
入
率
は

上
だ
が
、
三
年
生
だ
け
は
男

子
が
高
い
と
い
う
結
果
に
。

学
校
側
は
部
活
動
を
奨
励

　

学
校
に
と
っ
て
部
活
動

は
「
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

な
い
の
が
現
状
で
は
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。「
子
ど
も
の
適
性
に

合
わ
せ
た
指
導
を
す
る
こ

と
」、
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
適
性
は
保
護
者

が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
適
性
を
見
つ

め
、
一
番
よ
い
方
法
を
探
す
。

そ
の
た
め
に
「
子
ど
も
の
選

択
肢
を
広
げ
る
こ
と
」
が
大

切
で
す
。

　

塾
に
は
、
受
験
方
法
だ
け

で
は
な
く
子
ど
も
の
生
活
に

つ
い
て
の
情
報
な
ど
、
一
般

で
は
入
手
し
に
く
い
情
報
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
伸
栄

学
習
会
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
お
子
さ
ん
・
保

護
者
と
気
が
済
む
ま
で
話
を

し
ま
す
。
勉
強
、
部
活
な
ど
、

日
常
生
活
の
悩
み
を
何
度
で

も
話
し
合
い
な
が
ら
選
択
肢

を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

そ
の
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
一

番
の
方
法
が
見
つ
か
り
、
お

子
さ
ん
も
保
護
者
も
充
実
し

た
毎
日
を
送
れ
る
。
こ
れ
が

本
当
の
「
部
活
と
勉
強
の
両

民
間
の
教
育
者
は

部
活
動
を
こ
う
見
る

　

中
学
生
を
客
観
的
に
見
て

い
る
民
間
の
教
育
者
に
、
部

活
と
勉
強
の
両
立
に
つ
い
て

聞
い
た
。

子
ど
も
の
選
択
肢
を

広
げ
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切

　

伸
栄
学
習
会

　

部
活
と
勉
強
の
両
立
は
と

て
も
難
し
い
テ
ー
マ
。
子
ど

も
の
中
に
は
、
頭
を
う
ま
く

切
り
替
え
て
両
方
一
〇
〇
％

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
げ
る
特
別

な
子
も
い
る
。
だ
が
、
ほ
と

ん
ど
の
子
は
そ
う
で
は
な
い
。

部
活
か
勉
強
の
ど
ち
ら
か
に

偏
り
が
出
て
い
る
は
ず
。

　

部
活
を
一
生
懸
命
や
る
子

は
、
朝
練
・
午
後
練
で
疲
れ

て
勉
強
す
る
こ
と
も
ま
ま
な

ら
な
い
。
保
護
者
の
多
く
は
、

子
ど
も
が
部
活
を
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
い
る
と
、
厳
し

く
勉
強
し
ろ
と
は
言
い
き
れ

　

し
か
し
、
部
活
動
に
関
し

て
は
い
く
つ
か
課
題
も
あ
る
。

一
つ
は
「
習
い
事
な
ど
で
部

活
を
早
退
す
る
生
徒
が
多

い
」（
富
岡
中
）
と
い
う
生

徒
側
の
課
題
。
そ
し
て
も
う

一
つ
が
、
学
校
側
の
課
題
だ
。

「
活
動
場
所
が
狭
い
、
指
導

者
と
指
導
す
る
時
間
を
確
保

す
る
の
が
難
し
い
」（
浦
安

中
）、「
教
員
が
多
忙
な
た
め
、

部
活
動
に
携
わ
る
時
間
が
作

れ
な
い
」（
美
浜
中
）、「
顧

問
の
高
齢
化
と
、
試
合
期

は
土
日
も
な
い
」（
明
海
中
）

と
い
う
よ
う
に
、
顧
問
の
先

生
へ
の
負
担
を
懸
念
す
る
声

は
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◆

　

運
動
や
芸
術
の
ス
キ
ル
を

高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
先

輩
や
仲
間
と
の
付
き
合
い
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
べ

る
部
活
動
。
充
実
し
た
中
学

校
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

応
援
し
た
い
保
護
者
は
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

立
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

★
生
徒
セ
ミ
ナ
ー
随
時
開
催

「
部
活
と
勉
強
の
両
立
法
」

５
月
29
日（
土
）Ｐ
Ｍ
7
〜
8

伸
栄
学
習
会
北
栄
教
室
（
北

栄
３
‐
33
‐
10
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
ま
で

■
伸
栄
学
習
会

浦
安
本
部
教
室
／
猫
実
２
‐

１
‐
５
大
金
ビ
ル

☎
３
５
２
・
６
１
５
８

http://www.shinn.info/

塾
を

〝
将
来
を
考
え
る
空
間
〞

と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い

新
浦
安
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

塾
長　

宮
川
孝
教

　

今
当
塾
に
通
っ
て
い
る
子

の
多
く
は
部
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
練
習
が
ハ
ー
ド
で
家

庭
で
は
思
う
よ
う
に
勉
強
で

き
ず
、
塾
に
い
る
時
間
だ
け

勉
強
し
て
い
る
子
が
多
い
よ

う
で
す
。「
部
活
と
勉
強
の

両
立
」
は
本
人
が
強
く
望
ん

く
「
勉
強
の
先
に
何
が
あ
る

の
か
」
に
気
付
か
せ
る
よ
う
、

子
ど
も
に
良
い
刺
激
を
与
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
当
塾
で
は
「
大
人

の
勉
強
会
」
を
始
め
ま
し

た
。
子
ど
も
は
親
に
限
ら
ず

大
人
の
行
動
を
見
て
育
ち
ま

す
。「
勉
強
し
な
さ
い
」
と

言
う
よ
り
も
、
大
人
で
あ
る

私
た
ち
が
勉
強
を
し
て
い
る

姿
を
見
せ
る
こ
と
の
方
が
、

子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
刺
激

に
な
り
ま
す
。「
目
の
前
の

テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
ち
ゃ
ん
と

向
き
合
え
る
空
間
を
つ
く
る

こ
と
」、
こ
れ
が
今
の
子
ど

も
た
ち
に
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

★
「
新
浦
安
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

で
Ｈ
Ｐ
検
索
★

■
新
浦
安
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

今
川
１-

２-

26-

２
０
１
０

☎
７
２
０
・
１
１
１
９

で
い
て
も
、
な
か
な
か
難
し

い
の
が
現
状
で
す
。

　

部
活
と
勉
強
を
両
立
で
き

る
子
と
で
き
な
い
子
、
そ
れ

は
今
日
の
〝
学
力
格
差
〞
に

通
じ
て
い
る
の
で
は
。
両
立

が
う
ま
く
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
ど
う
対
処

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

学
校
で
は
先
生
方
は
忙
し
く
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か

り
向
き
合
う
時
間
が
と
れ
て

い
な
い
。
保
護
者
は
子
ど
も

を
応
援
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
子
ど
も
は
親
の
言
う

こ
と
に
は
耳
を
傾
け
な
い
時

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

塾
の
役
割
は
、
そ
れ
ら
の
点

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

勉
強
を
す
る
習
慣
さ
え
身

に
つ
け
ば
、
子
ど
も
た
ち
は

し
っ
か
り
と
し
た
学
力
を
得

ら
れ
ま
す
。
習
慣
を
身
に
つ

け
る
に
は
、
知
識
だ
け
で
な

▲現在、部員は四十七人

▲県大会へ向けて練習が続く
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